
JP 2012-501835 A 2012.1.26

10

(57)【要約】
　本発明は、流れる液体、特に水用の出口を有する消毒
装置である。この装置は、ＵＶ照射手段（６）、好まし
くはＵＶＣ放射源（１６）、すなわち１つ又は複数のＵ
Ｖ－Ｃ　ＬＥＤと、電力供給手段（７）とを備えている
。電力供給手段（７）は、低ボルト範囲（交流電圧２５
Ｖ以下又は直流電圧６０Ｖ以下）で照射手段（６）を給
電する。電力供給手段（７）は、例えば、電池、タービ
ン又は太陽モジュールとすることができる。出口（２、
４２）は、光が内部で反射するように形成することがで
きる。制御手段と、温度センサ、量センサ、及び圧力セ
ンサの少なくとも１つのセンサと、付加的な空気混合手
段（１４）を装置に一体化しておくことができる。この
装置は、水栓器具とすることができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体、特に水用の出口と、液体にＵＶ光を照射する照射手段とを有する装置であって、
前記照射手段が電力の供給を受けるようになっており、前記照射手段が前記出口に配置さ
れるか又は前記出口に一体化されているものにおいて、
　前記照射手段（６）が、小さいエネルギー消費量で高い消毒作用を有するものであり、
前記照射手段（６）が、電力供給手段（７）によって低電圧で給電されるようになってい
ることを特徴とする装置。
【請求項２】
　前記電力供給手段（７）が、前記出口（２、４２）及び当該装置の双方又はいずれか一
方に一体化されていることを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記照射手段（６）が、１つ又は複数のＵＶＣ放射源（１６）を有していることを特徴
とする請求項１又は２に記載の装置。
【請求項４】
　前記照射手段（６）が、１つ又は複数のＵＶ―Ｃ　ＬＥＤを有していることを特徴とす
る請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記電力供給手段（７）が、電池（９）であることを特徴とする請求項１ないし４のい
ずれか一項に記載の装置。
【請求項６】
　前記電力供給手段（７）が、当該装置内を流れる液体によって駆動されるタービン及び
タービンユニット（３２）の両方又はいずれか一方によって構成されていることを特徴と
する請求項１ないし５のいずれか一項に記載の装置。
【請求項７】
　前記電力供給手段（７）が、前記出口（２、４２）及び当該装置の双方又はいずれか一
方に配置された太陽エネルギー変換手段で構成されていることを特徴とする請求項１ない
し６のいずれか一項に記載の装置。
【請求項８】
　前記出口（２、４２）の内部は、
　光が反射する構成と、
　デッドスペースがない構成と
　の両方又はいずれか一方を備えていることを特徴とする請求項１ないし７のいずれか一
項に記載の装置。
【請求項９】
　制御手段と、
　温度センサ、量センサ、及び圧力センサのうちの少なくとも１つのセンサと
　の両方又はいずれか一方が一体化されていることを特徴とする請求項１ないし８のいず
れか一項に記載の装置。
【請求項１０】
　付加的な空気混合手段（１４）を備えていることを特徴とする請求項１ないし９のいず
れか一項に記載の装置。
【請求項１１】
　標準の外寸のエアレータ（１１、２１）を有していることを特徴とする請求項１ないし
１０のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１２】
　水栓に結合するための手段（１２）及び水栓に結合するための構成の両方又はいずれか
一方を有することを特徴とする請求項１ないし１１のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１３】
　当該装置が、衛生水栓器具（１、４１）であるか、又は衛生水栓器具に結合されている
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ことを特徴とする請求項１ないし１２のいずれか一項に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液体、特に水用の出口と、液体にＵＶ光を照射するための手段とを有する装
置であって、照射手段が電力の供給を受けることができ、照射手段が出口に配置されるか
又は出口に一体化されているものに関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種の装置が特許文献１によって開示されている。この装置は、光線を放射する素子
を有し、この素子によって液体を受容する容器又は液体を分配する管の出口が照射されて
、そこで細菌の増殖が防止される。このため、ノズルもしくは排出口の付近には、その出
口付近の区域が照射されるように、ＬＥＤダイオード又はエレクトロルミネセンス素子が
配置されており、これにより、ノズル口において細菌の増殖が防止される。この装置の不
都合な点は、電気接続線がノズルから直接引き出されており、したがって、著しい安全上
のリスクがある。大容積の飲料自動販売機用として構成されたこの装置によって既存の水
質を維持することが試みられるが、水質を改善することができない。この装置は、消毒、
つまり存在する細菌、特にレジオネラを死滅及び／又は無毒化するのに適していない。
【０００３】
　また、特許文献２は消毒装置を開示している。この消毒装置の蛇口は、その内部に管形
ＵＶランプを差し込むように形成され、その蛇口から外へ流れる水は、ＵＶランプの周囲
を流れるようになっており、これにより、水を無菌化している。この構成は、構造上にお
いて複雑性が高く且つ所要スペースも大きいことに加えて、ＵＶランプを接続しなければ
ならない付加的な外部制御ユニットがある点において不都合である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】独国特許発明第３７８６２１９号明細書
【特許文献２】国際公開第８２／０４４８１号パンフレット
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の課題は、確実な消毒を保証する、冒頭に記載したタイプの簡易な装置を提供す
ることである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この課題の解決手段として、照射手段が、小さいエネルギー消費量で高い消毒作用を有
し、電力供給手段が照射手段に特別低電圧で給電するようになっている。
【０００７】
　照射手段の消毒作用が高いので、出口から流出する液体及び／又は排出される液体の消
毒がはじめて可能となった。消毒手段としての本発明に係る照射手段の利点は、１秒足ら
ずの間で行うことができる消毒、細菌の死滅、又は殺菌の作用である。細菌、レジオネラ
、ウイルス、酵母及び真菌類は、本発明に係る消毒装置によって無毒化される。特に飲料
水、工業用水及び／又は家庭排水の取出し用に設けられた従来の水栓、取出し部及び／又
はノズルを通過して流れるときに液体が速く排出されて、液体滞留時間が比較的僅かであ
る場合においても、本発明は、吐き出される液体及び／又は排出される液体の確実な消毒
を実現することができる。給水システムの圧力値には限界値があるので、最高流速は簡単
に確かめることができ、したがって、照射手段又は消毒手段の対応する性能は確定するこ
とができる。
【０００８】
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　消毒作用は、消毒すべき液体、特に液体の濁度、温度、細菌率及び／又は吸収率に適合
されている。消毒作用の尺度としては、照射強度と作用時間との積としての照射線量又は
照射流束量が利用される。建物の内部で飲料水を処理する場合、通常、２５４ｎｍの照射
波長に対するいわゆる還元等価流束量が特定される。飲料水の処理では、本発明に係る装
置の照射線量又は還元等価流束量が、２５４ｎｍの照射波長において少なくとも４００Ｊ
／ｍ２又は４０ｍＪ／ｃｍ２であることが有利である。例えば、衛生水栓出口での飲料水
の後処理等の幾つかの用途では、僅かな照射線量で十分であると実証された。その際、装
置が、例えば、少なくとも１５０Ｊ／ｍ２又は１５ｍＪ／ｃｍ２の照射線量又は還元等価
流束量をもたらすことが望ましい。
【０００９】
　本発明は、照射手段又は消毒手段の小さいエネルギー消費量と、特別低電圧での照射手
段又は消毒手段への給電とによって、飲料水水栓等の衛生水栓器具において安全上のリス
クなしに利用することができる。「特別低電圧」とは、低ボルト範囲内の電圧のことであ
る。交流電圧２５Ｖ以下、直流電圧６０Ｖ以下の給電が、特別低電圧又は安全特別低電圧
と称されている。理想的には、本発明に係る電力供給手段は、１５ボルト以下の低ボルト
範囲内の電圧、特に直流電圧で給電する。
【００１０】
　本発明は、密閉管路系から大気中に液体が進出する箇所又はその近傍で安全上のリスク
がなく、複雑さが小さく、且つ液体を消毒する簡単で特に有益な構成を実現している。液
体は、直接その使用箇所、いわゆるポイントオブユース（ＰОＵ）で消毒される。
【００１１】
　電力供給手段を出口及び／又は装置に一体化することによって、外部に配置されるエネ
ルギー供給源又は電流源は不要となる。望ましくは、電力供給手段は、保護された状態で
出口及び／又は装置に一体化され又は埋込まれている。給電線は、露出して出口の近傍に
直接的に取付けられるのでなく、出口及び／又は装置に一体化されている。したがって、
給電線は、外的攻撃又は接触のリスクがない。こうして、液体の消毒にとって不可欠なす
べての構成要素が出口及び／又は装置内に組込まれた自律型のユニットが実現されている
。利用者にとって外見的には従来の水栓との違いが生じない。このことは、特に、飲料水
水栓、工業用水水栓及び／又は家庭排水水栓等の家庭用衛生水栓において有益である。
【００１２】
　本発明の有利な構成によれば、照射手段が、１つ又は複数のＵＶＣ放射源を有する。こ
のような照射手段及び／又は消毒手段の利点は、照明目的に使用されるＵＶＡ放射源及び
／又はＵＶＢ放射源と比較して、消毒において有効な放射強度が高いことにある。ＵＶＣ
放射源は、波長１００～２８０ｎｍの光を送出する。波長２５４ｎｍ、より正確には２５
３．７ｎｍで消毒を実施すると特に効果的であると実証された。このようにして、細菌、
レジオネラ、ウイルス、酵母及び真菌類は、確実に無毒化される。
【００１３】
　また、照射手段が、１つ又は複数のＵＶ－Ｃ　ＬＥＤを有すると有利である。ＬＥＤ、
つまり光放出ダイオード又は発光ダイオードは、丈夫で、熱発生が小さく、構造寸法が小
さく、同時に照射強度が高い。発光ダイオードの照射強度は、その寿命期間にわたって一
定である。発光ダイオードは、例えば５～１２ボルトの特別低電圧範囲内で作動されるよ
うになっており、エネルギー消費量が小さい。ＵＶ－Ｃ　ＬＥＤの損失出力は、ごく僅か
であり、型式に応じて数マイクロワットから数ミリワットの間である。さらに、ＬＥＤは
、寿命が数千時間であり、メンテナンスが不要となる。
【００１４】
　電力供給手段が、電池であると特に望ましいことが実証された。消毒手段のエネルギー
消費量が僅かであるため、本発明に係る装置の出口では、僅かな所要スペースが必要であ
るにすぎない。消毒手段のエネルギー消費量が僅かであるので、電池の寿命は長くなる。
したがって、本発明に係る装置は、僅かなメンテナンス支出を必要とするだけである。電
池は、交換可能に配置されており、又は装置と一緒に交換することができる。
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【００１５】
　代替的に、電力供給手段は、装置内を流れる液体によって駆動されるタービン及び／又
はタービンユニットによって構成されている。ここで、タービン及び／又はタービンユニ
ットは、装置の内部に配置されており、タービンの翼は、装置内を流れる液体によって駆
動される。タービン及び／又はタービンユニットに配置された発電機が、回転エネルギー
を電気エネルギーに変換するようになっている。
【００１６】
　代替的に、電力供給手段は、出口及び／又は装置に配置される太陽エネルギー変換手段
で構成されている。このような太陽電池モジュール又は太陽モジュールによって長寿命の
自律型装置が実現されている。
【００１７】
　タービン及び／又は太陽モジュールと、再充電可能な電池、蓄電池とを組合せることも
本発明の範囲に含まれる。
【００１８】
　液体への照射、特に水への照射の効果は、出口の内部で光が反射するように及び／又は
出口の内部にデッドスペースがないようにすることによって、更に高めることができる。
出口内部でのＵＶＣ線の良好な反射は、例えば、研磨した特殊鋼表面又はクロム表面によ
って達成される。デッドスペースがないことと、周囲面で光が反射することとによって、
所要の光強度を小さくでき、もしくは照明領域又は照射領域での水の滞留時間を小さくで
きる。
【００１９】
　理想的には、水は、照射手段の近傍を流れる。照射手段は、水が進出する前に出口の吐
出面を照射する。水の排出中に吐出面へと移動した細菌は無毒化される。
【００２０】
　照射手段の電源をオンにするために、装置内に近接スイッチを配置しておくことができ
、装置の近傍に誰かが来ると、この近接スイッチは照射手段用電力供給回路を閉路する。
このような近接スイッチは、付加的に液体の流れを引き起こすことができる。例えば、飲
料水水栓の場合、管路を開放及び／又は閉鎖する弁を近接スイッチによって開放及び／又
は閉鎖することができる。電流が水よりも速く流れる事実のゆえに、ＬＥＤは水が出口に
到達するよりも前に発光する。これにより、水が消毒されることなく流出することはない
。壁と、装置内部の水残留成分も、確実に消毒される。代替的に、消毒手段用電気回路は
、接点によって液体自体で閉路される。
【００２１】
　付加的に、水の排出が長い期間休止のときのために、例えば、中間照射及び／又は中間
洗浄を制御するための手段が設けられている。装置が長期間にわたって利用されない場合
、１つ又は複数のＵＶ放射源の電源をオンにすることができる。これは、例えば、時間制
御式に行われる。代替的に、中間洗浄を実施するために装置が短期的に開放される。
【００２２】
　さらに、温度センサ、量センサ、及び圧力センサの少なくとも１つのセンサを装置に一
体化することができる。
【００２３】
　理想的には、装置は、流れを調節し、特に空気を混合するための付加的な手段を有する
。これらの手段は、例えば、噴流調整器の要素、混合ノズルの要素、及び／又は液体噴流
に気泡を加えるエアレータ（aerator）の要素とすることができる。これにより、僅かな
消費量で高い衛生快適さをもたらす液体噴流が得られる。また、ＵＶＣ線を使用している
際にその放射及び／又は放射の一部が出口から進出し又は出口を介して流れる液体噴流に
対して蛍光作用を提供することによって、衛生快適さを促進することができる。ＵＶＣ光
は、無色ではないので、例えば水は明るい青色で照らされ、これは視覚的に水が消毒され
たことを示す。これにより、衛生感覚が促進される。
【００２４】
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　本発明によれば、装置は、水栓、特に飲料水用の水栓、工業用水の用水栓及び／又は家
庭排水用の水栓と結合するための手段及び／又は構成を備えることができる。これは、例
えば、ねじ結合部、締付結合部、差込結合部、自在連結要素等とすることができる。これ
により、本発明に係る装置を既存の水栓に対して常時又は一時的に追加装備でき、又は装
備変更することができる。このことは、不都合な衛生条件のもとで安全な水質を重要視す
る旅行者にとって特に利点である。
【００２５】
　理想的には、装置は、標準的な外寸を有する噴流調整器又はエアレータを備えている。
エアレータの外寸を一般的標準寸法に適合させることによって、大多数の製造業者におい
て使用される標準部材としてのエアレータと互換性のある装置が実現されている。普及し
ているエアレータとしては、例えば、雌ねじ接続部Ｍ２２×１又は雄ねじ接続部Ｍ２４×
１の噴流調整器又はエアレータである。放射源出力は、このような標準の噴流調整器又は
標準のエアレータにおいて規定されている容量及び出口比に調整されている。このように
して、本発明に係る装置は、既存の水栓器具に対して、例えば標準のエアレータの代わり
に、簡単なやり方で追加装備することができる。
【００２６】
　既に先に述べたように、本装置は、飲用水管路の水排出部を形成することができ、これ
により、数多くの応用分野にも用いられる。
【００２７】
　本発明は、洗面台、ビデ、流し台又は浴槽出口等の衛生水栓において利用可能である。
【００２８】
　本発明は、標準部材に限定されるのでなく、例えば、シャワーヘッド、浴槽出口、又は
プール或いは浴槽分野の噴射ノズルにおいて見られるような多種多様な衛生水栓器具の設
計においても利用される。本発明においては、ノズル等も上述の「出口」の範囲内と理解
すべきである。また、本発明は、細菌等の発生が通常きわめて高い密閉工業用水系におい
て使用されることが予定されており、大きな利点がある。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明に係る第１の装置を示した図である。
【図２】本発明に係るエアレータ形式の第２の装置を示した図である。
【図３】本発明に係るエアレータの側面図である。
【図４】本発明に係るエアレータの平面図である。
【図５】本発明に係る他のエアレータを立体図で示した図である。
【図６】本発明に係る配管の形式の別の装置を示した図である。
【図７】本発明に係る平面的に形成された出口を有する別の装置を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　本発明の実施例が図面に示してあり、以下で詳しく説明する。見易くするために略図に
よって示されている。
【００３１】
　図１（略図）は、本発明に係る衛生水栓器具の態様の装置１を示しており、装置は、出
口２と、レバー４を有する水栓頭部３と、水栓基部５とを備えている。装置１において、
出口２には、照射手段６が一体化されており、この照射手段６は、出口２内にあり及び／
又は出口を通過して流れる液体に対して、ＵＶ光を照射する。水栓基部５には、電力供給
手段７（例えば、電池）が一体化されている。電力供給手段７は、水栓基部５の端部に交
換可能に配置されている。電力供給手段７は、電線８を介して、低いボルト範囲の電圧、
いわゆる特別低電圧で照射手段６に給電する。
【００３２】
　電気回路は、水栓器具本体にわたって閉路されている。照射手段６は、出口２を通過し
て排出される液体を照射するための１つ又は複数のＵＶＣ放射源（詳細には図示していな
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い）を有している。照射手段６は、小さいエネルギー消費量で高い消毒作用を有するもの
である。エネルギー消費量を小さくするために、電力供給手段７は、低電圧又は低ボルト
範囲内の電圧で照射手段６に給電するようになっている。照射手段６の消毒作用が高いの
で、比較的速く流れる液体の消毒が可能である。液体が衛生器具１を通過して流れるとき
に液体の滞留時間が僅かである場合でも、排出される液体を確実に消毒することができる
。１つ又は複数のＵＶＣ放射源は、波長１００～２８０ｎｍの光を送出する。波長は、２
５４ｎｍ、より正確には２５３．７ｎｍが好ましい。存在する細菌、レジオネラ、ウイル
ス、酵母、真菌類等は、ごく短時間で無毒化される。電力供給手段７を衛生装置１に一体
化することによって、エネルギー供給源を外部に配置する必要はなくなる。そして、低電
圧で照射手段６に給電することによって、本発明に係る衛生装置１は、安全上のリスクな
しに使用することができる。本発明に係る装置１は、密閉管路系から例えば衛生水栓器具
を介して大気中に液体が進出する箇所で、安全上のリスクがなく、複雑さも小さく、且つ
液体を消毒する簡単で特に有益な構成を実現している。つまり、液体は、直接その使用箇
所、いわゆるポイントオブユース（ＰОＵ）で消毒される。
【００３３】
　図２は、本発明に係るエアレータ１１の態様の第２の装置を示している。エアレータ１
１は、ねじ結合部１２によって従来の衛生水栓器具１３に固着されている。噴流調整器又
は混合ノズルとも称されるエアレータは、通常、衛生水栓器具において空気を混合するた
めに利用される。このようなエアレータは、流出する液体噴流に気泡を加えるようになっ
ている。このために、エアレータ１１は、細目ストレーナ１４を有し、このストレーナ１
４を液体噴流が通過する。これにより、空気が加えられた液体噴流が得られ、この液体噴
流は、僅かな消費量で高い衛生快適さを提供する。エアレータは、衛生水栓器具において
一般的に使用されており、エアレータは、大抵、ねじ結合部によって衛生水栓に固着され
ている。例えば、雌ねじ接続部Ｍ２２×１又は雄ねじ接続部Ｍ２４×１のエアレータが普
及している。エアレータ１１の態様の本発明に係る装置は、エアレータの標準の外寸を有
している。
【００３４】
　図２に略示したように、エアレータ１１は、電力供給手段としての電池９と、照射手段
６と、接点又はスイッチ１５とを備えている。照射手段６は、１つ又は複数のＵＶＣ放射
源１６を備えている。ＵＶＣ放射源１６、例えばＵＶ－Ｃ　ＬＥＤは、エアレータ１１の
ストレーナ１４内に配置されている。ＵＶＣ放射源は、電力供給手段としての電池９によ
って、低ボルト範囲内の電圧、いわゆる特別低電圧で給電される。ＵＶ－Ｃ　ＬＥＤを使
用することによって、以下の利点が得られる。ＵＶ－Ｃ　ＬＥＤは、丈夫で熱発生が少な
く、僅かな構造寸法と高い照射強度とを有し、例えば５～１０又は１２ボルトの特別低電
圧の範囲内で作動され、エネルギー消費量が僅かである。ＵＶ－Ｃ　ＬＥＤの損失出力は
、数マイクロワットから数ミリワットの間である。さらに、使用するＵＶ－Ｃ　ＬＥＤは
、寿命が長く、消耗しない。エアレータ１１の出口２にＵＶ－Ｃ　ＬＥＤを直接位置決め
することによって、排出される液体はそれが開放大気中に溢れ出る直前に、つまり直接そ
の使用箇所、いわゆるポイントオブユース（ＰОＵ）で消毒される。ＵＶ－Ｃ　ＬＥＤ又
はＵＶＣ放射源１６のエネルギー消費量が僅かであるので、エアレータ１１内で僅かな所
要スペースが必要であるにすぎない。それに加えて、ＵＶ－Ｃ　ＬＥＤの僅かなエネルギ
ー消費量によって電池９の寿命が長くなる。電池９は、交換可能に配置されており、又は
エアレータ１１と一緒に交換することができる。
【００３５】
　図３は、図２のエアレータ１１の側面図を示している。このエアレータ１１は、衛生水
栓器具１３に結合するための接続ねじ山１２と、出口２と、ストレーナ１４とを有してい
る。ＵＶ－Ｃ　ＬＥＤとして実装されるＵＶＣ放射源１６は、ストレーナ１４内に配置さ
れている。ＵＶＣ放射源１６に給電するための電力供給手段である電池９は、エアレータ
１１においてホルダ１８内に配置されており、ホルダ１８は支持要素１９によって保持さ
れている。図３において、電力供給手段は、エアレータ１１の中心に配置されている。本
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発明によれば、電力供給手段は、例えば、エアレータ１１の壁体等の別の位置にも設ける
ことができる。代替的に、このような電力供給手段は、ストレーナ１４の内部に配置して
、ストレーナ１４によって保持しておくこともできる。エアレータ１１内では、ＵＶＣ放
射源１６を電池９に結合するための電気回路８にスイッチ１５が配置されており、このス
イッチ１５によってＵＶＣ放射源１６に至る電気回路が閉路される。このスイッチ１５は
、流出する液体によって閉じられる電気接点である。図３において、別の電気回路が、エ
アレータ１１の壁２０に一体化された線路を介して案内されている。内部に出口２を有す
る壁面は、反射するように形成されている。出口２の内部でのＵＶＣ放射源の反射は、例
えば、研磨した特殊鋼面又はクロム面によって達成される。付加的に、出口２は、デッド
スペースがないように構成されている。
【００３６】
　流出する液体が接点又はスイッチ１５を閉じると、ＵＶＣ放射源１６が発光し、進出す
る水が消毒される。このような接点スイッチ１５の代わりに、エアレータ１４内に近接ス
イッチを配置しておくこともでき、利用者が装置の近傍に来ると、この近接スイッチはＵ
Ｖ－Ｃ　ＬＥＤ用電力供給回路を閉路する。
【００３７】
　図４は、本発明に係るエアレータ１１の平面図を示している。図４は、エアレータ１１
の細目ストレーナ１４を示している。ＵＶ－Ｃ　ＬＥＤ又はＵＶＣ放射源１６をストレー
ナ１４の内部及び／又はエアレータ１１の内部に配置するようないくつかの配置構成があ
る。図４は、エアレータ１１の中心点の周りで対称に配置された４つのＵＶ－Ｃ　ＬＥＤ
又はＵＶＣ放射源１６を有するエアレータ１１を例示的に示している。ボタン電池として
実装される電池９が、複数の支持要素１９によってホルダ１８内で保持されている。
【００３８】
　図５は、別のエアレータ２１の立体図を示している。このエアレータは、衛生水栓器具
に結合するための結合手段を有する。図５において、これらの結合手段は、接続ねじ山１
２として図示されている。しかしながら、結合手段は、ユニバーサル（汎用）式の連結要
素等の別の結合手段とすることもできる。エアレータ２１のストレーナ１４内にＵＶ発光
手段又はＵＶＣ放射源１６が配置されている。このエアレータ２１において電気エネルギ
ーを発生させるために用いられているのが太陽エネルギー変換手段である。エアレータ２
１の壁体が、太陽電池２４を備えている。これらの太陽電池２４が、光エネルギーを電気
エネルギーに変換し、この電気エネルギーがＵＶ発光手段１６への給電に用いられている
。付加的に、エアレータ２１は、支持要素１９とホルダ１８とによって保持される蓄電池
２３を有している。この蓄電池２３は、太陽電池によって充電され、一時的なエネルギー
蓄積に役立つ。エアレータ２１に一体化されたこのような太陽電池モジュール又は太陽モ
ジュールによって本発明に係る長寿命の自律型装置が実現されている。太陽エネルギー変
換手段を使用することによって、本発明に係る装置２１は、局所的な給電条件に左右され
ない。ここには図示しない水栓、特に飲料水水栓、工業用水水栓及び／又は家庭排水水栓
に結合するための手段及び／又は構成によって、旅行者にとって特に有益な装置が実現さ
れている。旅行者は、衛生条件が悪いときにその場で安全な水質を達成するために、（理
想的にはユニバーサル式の連結要素付きで実装された）エアレータ２１を携行することが
できる。このような汎用エアレータは、衛生水栓器具にその場で簡単に取付けることがで
きる。
【００３９】
　ＵＶＣ放射源１６の電源をオンにするためにエアレータ２１内に近接スイッチ２５が配
置されている。誰かがエアレータ２１の近傍に来ると、近接スイッチが、ＵＶＣ放射源１
６用電力供給回路を閉路する。近接スイッチ２５は、付加的に、液体の流れを引き起こす
のに使用することができる。このために、水栓器具において管路を開放又は閉鎖する弁が
近接スイッチからの信号によって開放又は閉鎖されるようになっている。例えば、エアレ
ータ２１から水栓に至る電気接続線及び／又は接点接続部（ここには図示しない）が設け
られている。代替的に、水栓内に元々設けられて水栓の開放又は閉鎖に利用される近接ス
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６をエアレータ２１の出口２に直接配置することによって付加的に視覚効果が達成される
。水は明るい青色で照らされ、このことは、水が消毒されたことを示し、衛生感覚を強め
ることができる。
【００４０】
　図６は、本発明に係る配管３１の態様の別の装置を示している。翼３３を有するタービ
ンユニット３２が、配管３１に組み込まれている。タービン翼３３は、装置内を流れる液
体によって駆動される。タービン翼３３に結合された軸３７を介して発電機３４が駆動さ
れ、この発電機３４は、発生する回転エネルギーを電気エネルギーに変換する。支持要素
３６を有するホルダ３５が、配管３１内に配置されている。放射状の支持要素３６が、Ｕ
ＶＣ放射源１６の固着するために用いられている。これにより、ＵＶ放射源１６を配管３
１の内部に配置するさまざまな可能性が実現されている。本発明に係る配管消毒装置は、
例えば、トイレ洗浄タンクに至る結合管路として使用することができる。
【００４１】
　図７は、例えば、浴槽出口で使用される本発明に係る別の装置を示している。平面的に
形成された出口４２が水栓本体４１に配置されている。電力供給手段は、太陽電池２４と
エネルギー蓄積器（図示せず）とから成る太陽モジュールによって形成されている。太陽
モジュールは、水栓本体４１に配置され又はこれに一体化されている。水栓本体４１が、
配管４３と結合されており、この配管４３は、水栓本体４１内で延長されており、開口部
４４において平面的に形成された出口４２につながっている。流出する水は、出口４２に
配置されるＵＶ放射源１６によって消毒される。水栓本体４１の内部にスイッチ１５が設
けられており、このスイッチ１５は、流通する液体がその電気接点を閉じると、ＵＶ放射
源１６用電気回路を閉路する。図示した出口４２は、少なくとも部分的にＵＶ光透過材料
、例えば石英ガラスから形成されている。ＵＶＣ放射源１６が、ＵＶ光透過材料内に照射
し、これにより、光透過領域の全体がＵＶＣ放射を通過させる。流出する液体は、平面的
に形成されてＵＶＣ放射を通過させる出口４２を通過して流れ、こうして消毒される。こ
のような配置によって、消毒されるべき液体をＵＶ照射に曝す液体滞留時間を増大させる
ことができる。このような配置によれば、僅かな照射強度で十分である。本発明によれば
、このような平面状出口の内部にＵＶ照射手段を配置することができる。
【００４２】
　本発明は、図示された実施形態に限定されるものでなく、数多くの用途において利用さ
れる。本発明は、例えば、洗面台、ビデ、流し台、浴槽出口、シャワーヘッド、又は水泳
プール施設内の噴射ノズル等の衛生水栓器具において利用することができる。
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